
中国・歴史文化名街10街区

１
０
０
万
票
を
超
え
る
投
票
で

　

街
区
を
選
定　

　

中
国
で
は
、国
家
文
物
局
と
文

化
省
の
機
関
誌『
中
国
文
化
報
』

が
2
0
0
8
年
か
ら
、国
内
の
約

2
0
0
街
区
の
状
況
を
調
査
し

て
歴
史
文
化
街
区
保
護
へ
の
理

解
と
協
力
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
す
る
と
同
時
に
、保

護
す
べ
き
街
区
を
一
般
に
募
っ
て
、

1
0
0
万
票
を
超
え
る
投
票
の
中

か
ら「
中
国
歴
史
文
化
名
街
」と
し

て
10
の
街
区
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
定
に
当
た
っ
て
は
、⑴
歴
史
的

に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
り
、重

要
な
歴
史
的
事
件
が
起
き
た
り
し

た
場
所
で
あ
る
こ
と
、⑵
文
化
的
特

徴
も
豊
か
で
、現
在
ま
で
伝
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
、⑶
文
物
や
旧
跡
、歴

史
的
遺
構
が
残
さ
れ
て
お
り
、一
定

の
規
模
で
伝
統
的
な
町
並
み
や
歴

史
的
景
観
が
良
好
に
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
、⑷
当
該
街
区
が
繁
栄
し

た
当
時
の
社
会
的
機
能
や
経
済・文

化
面
で
の
活
力
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
、な
ど
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、「
中
国
歴
史
文
化
名

街
」と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
が
、北

京
市
の
国
子
監
街
、山
西
省
平
遥

県
の
南
大
街
、黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ
ン

市
の
中
央
大
街
、江
蘇
省
蘇
州
市
の

平
江
路
、安
徽
省
黄
山
市
の
屯
渓

老
街
、福
建
省
福
州
市
の
三
坊
七

巷
、山
東
省
青
島
市
の
八
大
関
、山

東
省
青
州
市
の
昭
徳
古
街
、海
南

省
海
口
市
の
騎
楼
老
街
、チ
ベッ
ト

自
治
区
ラ
サ
市
の
八
廓
街
の
10
街

区
で
す
。

後
世
に
残
す
べ
き
町
並
み
や
歴

史
的
景
観

　

こ
う
し
た「
中
国
歴
史
文
化
名

街
」選
定
の
背
景
に
は
、中
国
経
済

の
成
長
に
伴
っ
て
国
内
旅
行
市
場

の
拡
大
や
成
熟
が
進
み
、旅
行
文

化
の
進
展
に
よ
っ
て「
後
世
に
残
す

べ
き
町
並
み
や
歴
史
的
景
観
」へ
の

意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
発
展
し
た
都
市
部
の

近
代
化
は
、中
国
の
古
い
町
並
み

を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、日
本
人
旅
行
者
の
間
で
も「
近

代
化
さ
れ
た
中
国
の
都
市
は
何
処

へ
行
っ
て
も
同
じ
」と
い
う
印
象
を

強
め
る
結
果
も
招
い
て
き
ま
し
た

が
、「
中
国
歴
史
文
化
名
街
」選
定

の
動
き
は
、そ
う
し
た
印
象
を
払

拭
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

中
国
経
済
の
発
展
と
中
間
層
の

増
加
は
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
お
け
る
中
国
人
旅
行
者
や
旅

行
消
費
の
拡
大
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、同
時

に
、日
本
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
と
っ
て
も
、「
中
国
歴
史
文
化
名

街
」と
い
う
形
で
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョン
と
し
て
の
中
国
の
多
様
な
魅

力
を
引
き
出
し
、旅
行
商
品
の
付

加
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性

を
高
め
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代

表
処
の
羅
玉
泉
首
席
代
表
は
、今

年
3
月
に
開
催
さ
れ
た「
中
国

旅
行
復
活
緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
、

政
府
が
認
定
す
る
5
つ
星
評
価
の

「
国
家
5
A
登
録
」の
観
光
資
源

も
2
0
1
4
年
現
在
で
1
8
6

カ
所
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
、「
都
市
や
農
村
部
、田
舎

に
い
た
る
ま
で
、中
国
の
国
内
旅
行

者
だ
け
で
な
く
、外
国
人
旅
行
者

も
視
野
に
入
れ
た
受
入
体
制
作
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
」こ
と
を
強
調

ハルビン・中央大街（黒竜江省）
ロシア統治時代の街並みが残り、まさに「東洋のパリ」を感じさせてくれます

蘇州・平江路（江蘇省）
運河沿いには古民居を改装したカフェも多く、のんびりとし
たひと時が楽しめます

北京・国子監街（北京直轄市）
元代の13世紀初頭に建てられた最高学府などが置かれ、約
700年間に及び伝統文化の粋を体現

ハルビン・中央大街（黒竜江省）
「芸術回廊」とも称され、歴史的な名建築が軒を連ねます。写真は旧モル
デンホテル。

活
用
し
た
い
中
国
旅
行
新
時
代
の
観
光
素
材

歴
史
的
町
並
み
を
保
護
し
多
様
な
魅
力
引
き
出
す
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し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
開
発
の
新
た
な
テ
ー
マ
に

　

中
国
国
内
で
は
現
在
、交
通
網

や
宿
泊
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
は
じ
め
、中
国
全
土
の
3
万

カ
所
に
清
潔
な
ト
イ
レ
を
作
る

「
ト
イ
レ
革
命
」の
取
り
組
み
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、中
国
国
家
観

光
局
は「
全
域
旅
行
」「
全

域
観
光
」を
全
国
で
提
唱
し

て
い
ま
す
。

　

中
国
が
国
を
挙
げ
て
観

光
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
る
中
、「
中
国
歴
史
文

化
名
街
」の
展
開
は
、中
国

国
内
の
世
界
自
然
遺
産
や

北
京・上
海
を
は
じ
め
中
国

観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
の
組

み
合
わ
せ
も
含
め
て
、中
国

ツ
ア
ー
の
開
発
・
企
画
を
行

う
上
で
、新
た
な
テ
ー
マ
や

切
り
口
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
そ
う

で
す
。

　

例
え
ば
、「
中
国
歴
史
文

化
名
街
」10
街
区
の
一つ
に

選
ば
れ
た
福
建
省
福
州
市
の

「
三
坊
七
巷
」は
、明
・
清
代

の
里
坊
制
度
が
そ
の
ま
ま

残
る「
生
き
た
歴
史
の
博
物

館
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
北
6
0
0
メ
ー
ト
ル・

東
西
8
0
0
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
が

明・清
代
の
古
民
家
に
よ
っ
て
埋
め

尽
く
さ
れ
、中
央
の
南
后
街
か
ら

西
側
に
3
つ
の
坊
と
東
側
に
7
つ
の

巷
が
奥
へ
と
延
び
て
、小
さ
な
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
高
級
感
の
漂
う
茶
店
が

並
ん
で
お
り
、訪
れ
る
人
々
に
中
国

の
新
し
い
魅
力
を
実
感
さ
せ
て
く

れ
る
貴
重
な
存
在
と
言
え
ま
す
。

　

海
外
旅
行
の
復
活
に
は
、中
国
へ

の
旅
行
需
要
喚
起
が
不
可
欠
と
言

わ
れ
る
中
、中
国
旅
行
新
時
代
へ
の

観
光
素
材
と
し
て「
歴
史
文
化
名

街
」を
活
用
し
た
積
極
的
な
商
品

開
発
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

黄山・屯渓老街（安徽省）
石畳の道沿いに徽州式建築の商店が軒を連ねる約1.3キロに及ぶ街区
は今も人気のエリアです

ラサ・八廓街（チベット自治区）
旧市街の中心部で大昭寺を囲むようにつくられたラサ市唯一の商店街で
す。伝統的な住居や建物が昔のままに保存されています。

福州・三坊七巷（福建省）
明・清代の里坊制度がそのまま残されている「生きた歴史の博物館」です福州・三坊七巷（福建省）

中央の南后街から延びる坊と巷の道沿いには、小さなギャラリーや高級感
溢れる茶店も

青州・昭徳古街（山東省）
シルクロード交易の商人が往来した街区には、イスラム寺院やキリ
スト教の教会もあります

平遥・南大街（山西省）
全長6.4キロの城壁に囲まれた平遥古城の中心から南北に街を貫
き、楼閣も聳えています

中国国家観光局 駐日本代表処


